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⾃⼯会 ⼆輪⾞委員会

メディアミーティング
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⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会
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⽇本⾃動⾞⼯業会 副会⻑兼⼆輪⾞委員会 委員⻑ ⽇髙  祥博
⽇本⾃動⾞⼯業会 常務理事 江坂  ⾏弘

電動⼆輪⾞普及部会 部会⻑代⾏  佐藤 彰⼀郎
⼆輪⾞海外部会      部会⻑  前原  孝次
⼆輪⾞国際法規戦略部会    部会⻑                        三留 崇史
⼆輪⾞技術・基準調和部会 部会⻑   岡   知⽣               
⼆輪⾞企画部会 部会⻑                       川瀬   信昭

登壇者紹介
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u ⾃⼯会 ⼆輪⾞委員会 ⽇髙委員⻑挨拶
u テーマ

「⾃⼯会 ⼆輪⾞委員会 ⽇髙委員⻑が2024年国内⼆輪市場の展望を語る」
〜⼆輪⾞委員会の事業紹介
〜⼆輪⾞委員会 2023年総括と2024年の展望
〜2024年市場活性化に向けた⼆輪ファンづくり施策

u 質疑応答
u 常務理事総括
u 委員⻑総括
u フォトセッション

本⽇のプログラム
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⽇本⾃動⾞⼯業会 副会⻑
兼⼆輪⾞委員会 委員⻑

⽇髙 祥博 

（ヤマハ発動機株式会社 代表取締役社⻑ 社⻑執⾏役員）

ご挨拶
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⾃動⾞業界7つの課題
ご挨拶
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鈴⿅8耐での各社ファンブースの運営ツーリングイベント/MotoGP⽇本グランプリ

ご挨拶

【引⽤元】
MOTOINFO取材画像

 ホンダ技研⼯業HP画像



⼆輪⾞委員会
（5部会）
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ご挨拶

⼆輪⾞
企画部会

電動⼆輪⾞
普及部会

⼆輪⾞
海外部会

⼆輪⾞国際
法規戦略部会

⼆輪⾞技術・
基準調和部会   
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⽇本⾃動⾞⼯業会
⼆輪⾞委員会の事業紹介
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⼆輪⾞委員会のビジョンとミッション・各部会の役割

＜ビジョン・⽬指すべき姿＞

モビリティとしての⼆輪⾞を通じて、⼈々の暮らしに「感動」を届け、⽇本経済と社会の発展、
雇⽤の創出に貢献すると共に、世界の⼆輪市場と産業の健全な発展をリードする

＜ミッション＞

⼆輪⾞委員会
電動⼆輪⾞

普及 海外 国際法規戦略 技術基準調和 企画

1 将来のモビリティー課題解決に向けた⼆輪業界協調領域の拡⼤ ● ● ● ● ●
2 ⼆輪ファンの育成・拡⼤ ●
3 利⽤環境改善による⼆輪市場の活性化 ●
4 ⽇本発の国際安全環境法規の制定 ●
5 地域に即した健全な基準調和の推進 ● ●
6 グローバルなビジネス環境の整備 ● ● ●
7 交通安全活動への取り組み ● ● ●
8 実効性のある政策の提⾔ ● ● ● ● ●
9 次世代につながる新領域への挑戦 ● ●

＜ミッション＞
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⼆輪⾞委員会の事業紹介 
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⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
電動⼆輪⾞普及部会 部会⻑代⾏

佐藤 彰⼀郎 
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電動⼆輪⾞普及部会

欧州バッテリーコンソーシアム
JAMA加盟

⽇本コンソーシアム仕様の国際規格化を
⾃技会と連携し推進

充電インフラ整備・促進の検討

電動⼆輪⾞普及部会(※1)では業界内の他団体や組織と連携し、
国内外での電動⼆輪⾞普及を加速させる活動を実施しています。
(※1)⼆輪EV普及検討会(2017年発⾜)から、2020年電動⼆輪⾞普及部会に昇格

国内の関連団体に加え、
国際関連団体へ海外部会と連携し、

⽇本の取組みを発信
電動⼆輪⾞の普及

をリーディング 2021年

2022年

EVがくらしの中で環境と共存・
普及している社会の実現

2023年

産官学連携実証実験
『eやんOSAKA』実施

バッテリーシェアリングサービス会社
『Gachaco』設⽴

(⾃⼯会とは別に個社が参画)

交換式バッテリーの
共通利⽤を⽬指し
コンソーシアム設⽴

2019年4⽉

(⾃⼯会とは別に個社が参画)
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⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞海外部会 部会⻑

前原 孝次
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⼆輪⾞海外部会
世界の⼆輪業界団体の構図

ACEM USMMA FAMI SIAM abraciclo

AISI JAMA VAMMTTVMAMDPPATAIAMASAAM

IMMA

マレーシア

アジア

⽇本
グローバル

タイインドネシア

インド ブラジルUS

ベトナムフィリピン 台湾

欧州

全世界

グローバル サウス アライアンス
【背景】
年々世の中からの要求が厳しくなっている「環境」
「安全」領域を中⼼に、⼆輪⾞産業界としてより効
果的・現実的なソリューションを検討・実施すること
が求められている。

【取り組み⽅向性】
全世界⼆輪⾞⽣産/販売の約7割を占める
「グローバルサウス」という枠組みでこれらの課題に
対応していくことをJAMA⼆輪⾞委員会として各
国団体に提案し、フォーメーションがほぼ完成。

【具体的内容】
以下の項⽬を政策・技術双⽅の観点で
テーマ推進中、
・CN燃料(バイオエタノール、他)
・電動化(EV普及、SB規格、他)
・リサイクル
・交通安全(制度構築と啓発活動、他)

JAMAがリードする
Global South Alliance



Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞法規戦略部会 部会⻑

三留 崇史 
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⼆輪⾞委員会国際法規戦略部会の活動
＜ビジョン・⽬指すべき姿＞

安全・環境に関する国際基準の作成によって、継続して社会、ユーザーにモビリティーを提供し続ける

国連
基準調和ﾌｫｰﾗﾑ(WP29)

国際基準
58協定︓UNR 国連法規(認証)
98協定︓GTR 統⼀技術基準

• ⽇本(国交省、環境省)は国際基準調和を進めていて、国内⾞両保安基準は国際
基準との調和を前提として検討が進められる。

• 国連で統⼀法規を作成し、それを各国、地域の保安基準として導⼊する。
• ⾃⼯会は国際基準作成とその国内保安基準への導⼊をサポートしている。
• 各国基準を国際基準に統⼀することで、⼆輪⾞の仕様統合が達成できる。

国際基準制定の例
排出ガス基準

各国バラバラな規制 → GTR2:WMTC法規制定 2012年10⽉1⽇国内導⼊ → ⽇欧の排出ガス試験法統⼀
GTR17︓蒸散ガス試験法、GTR18︓OBD 2016年10⽉1⽇国内導⼊  → 規制項⽬・内容の⽇欧調和
GTR2改定、GTR23:耐久 2020年12⽉1⽇ からの国内4次規制に取り込み → 排出ガス国際基準調和

騒⾳基準
各国バラバラな規制 → UNR41-04︓騒⾳測定基準 2014年1⽉1⽇国内導⼊ → 騒⾳国際基準調和

     UNR41-05 :騒⾳試験法改定 2023年9⽉1⽇国内導⼊ → 同時基準改定
灯⽕器︓各国バラバラな規制 → UNR113, 50 2020年6⽉15⽇、UNR53 2023年9⽉1⽇ 国内導⼊ → 国際基準調和
ブレーキ︓各国バラバラな規制 → UNR78-03 2009年6⽉18⽇国内取り込み → ブレーキ(ABS性能要求含む)国際基準調和

 UNR78-04,05,06への改定も国際基準調和を前提に制定済
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⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞技術・基準調和部会 部会⻑

岡 知⽣ 
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⼆輪⾞技術・基準調和部会

主な活動の推進状況
国際法規の国内取込み

アジア諸国との連携

国際基準調和の推進
A国向け

B国向け

C国向け

各国独⾃基準

世界統⼀基準

⼆輪⾞メーカー等 ⾏ 政

商品選択の⾃由度増⼤
●安全・環境性能に優れた⼆輪⾞の普及
●購⼊しやすい⼆輪⾞の価格

⼆輪⾞ユーザー

仕様の統⼀によるコスト低減
●設計仕様の統⼀、部品の共通化
   ●開発・認証取得の効率化

●国際相互補完性の向上

事務⼿続きの効率向上
●基準策定作業の効率化

   ●審査作業の効率化
●国際流通の円滑化

A国

B国

C国

国際基準調和のメリット

【仕向地別仕様】

A国

B国

C国

【世界共通仕様】

国際基準調和

●FAMIを通じたアセアン基準調和の促進
・・・ 2023年度9⽉、3⽉

●アジア主要国との会議開催による国際基準調和への誘導
・・・ ベトナム︓6/11⽉ 

タイ︓6・12⽉
インド︓10⽉
中国︓11⽉

●ASEAN相互認証協定＊（MRA）に向けた技術⽀援
＊タイ、ベトナム、ミャンマー、ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、
フィリピン、シンガポール10か国による相互認証協定

出荷先毎に
その国の法規
に適合する様
作り分けが
必要

世界各地で
同⼀モデルの
展開が可能

UNR/GTR

2020 2022 20232021

排出ガス関連

騒⾳

灯⽕器
ブレーキ

GTR2（排出ガス）amend5 ●

UNR53-03●

●UNR78-05

●UNR41-05

UNR148/149/150●

GTR23（排出ガス耐久）●
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⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞企画部会 部会⻑

川瀬 信昭 
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⼆輪⾞企画部会は、「関係省庁」・「地⽅公共団体」・「関係各団体」と連携し、
「⼆輪⾞産業政策ロードマップ」の策定・推進実⾏・⾒直し を牽引しています。

ビジョン

ロードマップ
2030⽬標

⼆輪⾞ならではの価値提供を通じ、⼈々の暮らしに「感動」を届け、
⽇本経済・社会と⼆輪市場の発展、雇⽤維持に貢献

社会への責務を遂⾏しつつ、2030年代初頭に向けて
国内⼆輪市場を活性化

■⼆輪⾞産業政策ロードマップ2030 「ビジョン」・「⽬標」

■BIKE LOVE FORUM（BLF）主催団体

⼆輪⾞企画部会
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■⼆輪⾞産業政策ロードマップ2030

４つの「政策課題」

事故死者数ゼロ

カーボンニュートラル達成への貢献

購⼊・利⽤環境の整備と社会・他モビリティとの共⽣

快適・楽しさの訴求

11の「施策」

⼆輪⾞企画部会
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2023年 国内⼆輪市場総括
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⾃⼯会調べ

排気量 台数 前年⽐
⼩型⼆輪 91,089 90.3％

軽⼆輪 71,648 100,5％

原付⼆種 149,655 147.2％

原付⼀種 92,824 70.7％

合計 405,216 100％

※⼩型⼆輪・軽⼆輪 …登録台数
※原付⼆種・原付⼀種…出荷台数

2023年 ⼆輪⾞排気量別登録・出荷実績



132,086 122,416 127,736 131,340
92,824

105,403 101,737
125,674 101,678

149,655

58,359 74,392

78,911
71,294 71,648

66,456 67,379

83,571
100,889 91,089

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

原付⼀種 原付⼆種 軽⼆輪 ⼩型⼆輪
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⾃⼯会調べ

36,2304 365,924

415,892 405,201 405,216

2019年〜2023年 ⼆輪⾞排気量別登録・出荷実績

※⼩型⼆輪・軽⼆輪 …登録台数
※原付⼆種・原付⼀種…出荷台数
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【引⽤元】
MOTOINFO取材画像

モノ コト トキ

⼆輪市場に⾒る消費スタイルの変化
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2024年 国内⼆輪市場の展望
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課題認識 2024年⽅針
数年安定傾向の

国内⼆輪新⾞販売40万台の維持

新たにユーザーとなった若者・⼥性に
末永く⼆輪を愛好して頂きたい

安⼼してバイクライフを
楽しんで頂く仕組み作りが必要

※2023年バイクの⽇ロゴ

⾃⼯会⼆輪⾞委員会のファンづくり

課題認識と展望
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2024年市場活性化に向けた
⼆輪ファンづくり施策
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・MOTOINFOによる情報発信
・8⽉19⽇はバイクの⽇ HAVE A BIKEDAY
・RM2030推進にむけたBike Love Forum関連イベント

2024年 ⼆輪ファンづくり施策



Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

https://motoinfo.jama.or.jp/

⼆輪⾞にお乗りの⽅はもちろんのこと、これから⼆輪⾞に乗りたいと思っている⽅など、多くの皆様に⼆輪⾞の楽しさや
利便性といった情報を発信し、安全で快適に⼆輪⾞を楽しんでいただくために役⽴つ情報を発信

MOTOINFOによる情報発信
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■名 称  ︓バイク⽉間/バイクの⽇活動「令和5年8⽉19⽇はバイクの⽇HAVE A BIKEDAY」

■開催⽇時 ︓2023年8⽉19⽇（⼟）13:00〜16:00

■会 場 ︓アキバ・スクエア 東京都千代⽥区外神⽥4ｰ14ｰ1秋葉原UDX2F

■主 催 ︓⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会、⼀般社団法⼈⽇本⼆輪⾞普及安全協会

■後 援  ︓内閣府 警察庁 警視庁 ⼀般財団法⼈全⽇本交通安全協会
⼀般社団法⼈全国軽⾃動⾞協会連合会 ⼀般財団法⼈⽇本モーターサイクルスポーツ協会

■開催⽬的 ︓「バイクの⽇（8/19）」の認知度向上
⼆輪⾞の交通安全啓発、マナー向上／⼆輪⾞の有⽤性、利便性／⼆輪⾞の楽しさ

■対 象  ︓⼆輪⾞ユーザーに限定することなく幅広い世間の⼈々
  メインターゲットはウェブサイトやSNSを利⽤する若者層（15歳〜34歳）

■コンテンツ ︓⽩バイ展⽰、跨り体験、EV展⽰、記念撮影、NRP VR体験、ノベルティ配布、
アウトドアイメージ展⽰、EVバイクレンタルサービス、ステージトークショーおよび抽選会

令和5年8⽉19⽇はバイクの⽇HAVE A BIKEDAY 概要
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令和5年8⽉19⽇はバイクの⽇HAVE A BIKEDAYの様⼦
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■名 称 ︓バイク⽉間/バイクの⽇活動 「令和6年8⽉19⽇はバイクの⽇HAVE A BIKEDAY」（仮称）

■開催⽇時 ︓2024年8⽉19⽇（⽉）

■会 場 ︓アキバ・スクエア 東京都千代⽥区外神⽥4ｰ14ｰ1秋葉原UDX2F

■主 催 ︓ ⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会、⼀般社団法⼈⽇本⼆輪⾞普及安全協会

■開催⽬的 ︓⼆輪⾞の交通安全啓発、マナー向上／⼆輪⾞の有⽤性、利便性／⼆輪⾞の楽しさ

〇秋葉原UDX2F アキバ・スクエア 

令和6年8⽉19⽇はバイクの⽇HAVE A BIKEDAY（案）



Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

■⼆輪⾞産業政策ロードマップ2030

４つの「政策課題」

事故死者数ゼロ

カーボンニュートラル達成への貢献

購⼊・利⽤環境の整備と社会・他モビリティとの共⽣

快適・楽しさの訴求

テーマ 若年層の交通安全教育を考える

第11回 BLF in静岡・浜松 ツーリングキャンペーン
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エントリー1,745名に対し1か所以上を訪問したライダーは1,123名
スタンプの獲得は13,035ポイント（平均11か所訪問）

第11回 BLF in静岡・浜松 ツーリングキャンペーン
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■開催⽇、開催会場

開催地 宮崎県宮崎市
 開催⽇・開催会場   近⽇中にBLFホームページで発表予定

      ※ 宮崎市内でBLF関連イベントも開催予定

■開催テーマ

バイクツーリズムで宮崎を活性化するテーマを検討中
⽬的: ⼆輪⾞産業政策ロードマップ2030の政策課題11である

「地⽅公共団体と連携した取組み・仕組み作り」 に基づき展開
  ・⼆輪⾞の有⽤性を活かした観光資源の開発

・⼆輪⾞の魅⼒を伝えるイベントの開催
・⼀過性でなく持続可能な取組みとしていく

例えば、産・官・学連携でバイク・ツーリズムを活⽤した地域振興と
バイクファンづくりができないか︖を検討中

第12回 BLF in 南国みやざき（仮）




